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江
戸
袋
神
社
の
獅
子
舞

　

伝
統
文
化
を
つ
な
ぐ

　

４
月
14
日
、
江
戸
袋

神
社
の
春
の
例
大
祭
、

春
の
舞
が
江
戸
袋
公
園

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
前
は
氏
子
の

家
々
を
回
っ
て
い
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
後
は
、

江
戸
袋
公
園
・
第
３
公

園
・
西
沼
公
園
の
３
ヶ

所
で
舞
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
赤
井
の
辰

井
公
園
に
あ
っ
た
「
江

戸
袋
獅
子
舞
像
」
が
江

戸
袋
公
園
に
移
設
さ
れ

た
記
念
す
べ
き
年
で
あ

り
、多
く
の
総
代
、氏
子
、

町
会
役
員
の
皆
様
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

江
戸
袋
の
獅
子
舞
は

江
戸
時
代
か
ら
続
く
３

人
１
組
の
舞
で
、
小
学

５
年
生
か
ら
高
校
２
年

生
ま
で
の
７
年
間
で
７

演
目
を
舞
い
卒
業
と
な

り
ま
す
。

　

春
秋
の
２
度
行
わ
れ
、

悪
病
退
散
、
五
穀
豊
穣

を
祈
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

尚
、
川
口
市
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
で
あ
り
、

保
存
会
、
氏
子
の
皆
様

で
継
承
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　

文　

前
原  

博
孝

　　

写
真
上
は
、
江
戸
袋

神
社
総
代
長
の
吉
田
長

吉
さ
ん
は
じ
め
、
役
員

の
皆
さ
ん
。

　

前
原
町
会
長
と
町
会

関
係
者
の
皆
さ
ん
。　
　

　

舞
人
は
、
高
２
の
岸

弘
翔
さ
ん
・
島
田
聖
也

さ
ん
、
高
３
の
島
田
崇

全
さ
ん
。

　

教
育
委
員
会
文
化
財

保
護
係
長
の
谷
川
隼
也

さ
ん
、
保
護
係
の
桑
村

夏
希
さ
ん
、
米
嶋
展
子

さ
ん
。舞人

、
弘
翔
君
の
お

母
さ
ん
の
、
岸
茉
莉
さ

ん
に
感
想
を
聞
く
と「
南

小
の
５
年
生
か
ら
始
め

ま
し
た
。
振
り
が
小
さ

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。

舞
う
こ
と
が
で
き
て
感

謝
で
す
」
と
微
笑
む
。

　
　
　
　

編
集
部

第 36 回記念
みどりの地球号 in 安行

豊かな自然を未来へつなぐ
　

好
天
の
、
５
月
５
日
、

豊
か
な
自
然
を
未
来
へ

つ
な
ぐ
第
36
回
「
み
ど

り
の
地
球
号
in
安
行
」

（
実
行
委
員
長
＝
中
山
栄

次
さ
ん
）が
安
行
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
。メイ

ン
ス
テ
ー
ジ
に

て
開
会
式
、
開
会
宣
言
、

主
催
者
挨
拶
。

来
賓
の
奥
ノ
木
信
夫

川
口
市
長
は
「
熱
中
症

に
な
り
そ
う
な
晴
天
の

中
、
青
少
年
育
成
の
為

や
、
植
木
の
町
の
伝
統

を
継
承
し
て
い
く
力
強

さ
が
す
ご
い
。
無
料
で

の
苗
木
を
し
っ
か
り
育

て
て
ほ
し
い
」
と
激
励

さ
れ
た
。（
写
真
）

続
い
て
、
榊
原
秀
忠

市
議
会
議
長
、
衆
議
院

議
員
の
黄
川
田
仁
志
さ

ん
と
高
橋
英
明
さ
ん
、　

新
藤
義
孝
再
生
担
当
大

臣
菊
地
博
秘
書
、
県
議

会
議
員
、
市
議
会
議
員

代
表
が
挨
拶
さ
れ
、
県

議
や
市
議
、
武
南
警
察

署
藤
木
渉
署
長
等
、
大

勢
の
来
賓
や
関
係
者
が

一
同
に
会
し
た
。

広
い
会
場
に
は
、
献

血
車
、
消
防
車
、
地
震

体
験
車
な
ま
ず
号
や
、

救
護
ブ
ー
ス
。

模
擬
店
に
は
、
安
行

み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
、
安
行
地
区
子

ど
も
育
成
協
議
会
、
小

町
、
川
口
市
造
園
業
協

会
、（
株
）
リ
ズ
ム
、
安

行
園
芸
セ
ン
タ
ー
や
新

郷
の
静
岡
物
産
も
出
店

さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
ふ
れ
あ
い

村
の
動
物
園
で
は
、
や

ぎ
・
モ
ル
モ
ッ
ト
・
ウ

サ
ギ
・
ひ
よ
こ
・
ア
ヒ
ル
・

鴨
な
ど
71
匹
の
動
物
達

と
、
子
ど
も
達
は
嬉
し

そ
う
に
触
れ
合
っ
て
遊

ん
で
い
た
。

苗
木
の
無
料
配
布
、

チ
ビ
ッ
コ
出
演
、
キ
ッ

ズ
チ
ア
ダ
ン
ス
、
太
鼓

演
奏
、
日
本
民
謡
演
舞
、

模
擬
セ
リ
市
、
安
行
東

中
吹
奏
楽
部
演
奏
、
カ

ラ
オ
ケ
大
会
、
大
抽
選

会
な
ど
で
賑
わ
っ
た
。 写真左から、飯塚孝行市議、幡野茂市議、萩原一寿県議、奥ノ木信夫市長、ふじしまとも

こ市議、後藤留美市議、立石泰広県議、新藤義孝衆議院議員菊地博秘書。
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令
和
６
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
　
武
南
交
通
安
全
協
会
　
　「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」　 

川
口
市
防
犯
協
会

新
郷
地
区
連
合
町
会　　　　

　
町
会
長
に
中な

か

山や
ま

久く

仁に

夫お

さ
ん

　

新
郷
地
区
連
合
町
会

長
に
、
前
原
博
孝
さ
ん

の
後
任
と
し
て
、
中
山

久
仁
夫
さ
ん
（
77
）
が

就
任
さ
れ
た
。

抱
負
は
、「
各
町
会

長
の
声
を
議
員
や
、
市

長
に
届
け
る
為
に
、
各

町
会
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て

も
ら
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

新
メ
ン
バ
ー
で
改
革
を

し
て
い
き
た
い
」
と
語

る
。中

山
さ
ん
は
、
夫
婦

共
に
保
健
薬
剤
師
で
、

シ
ン
セ
イ
薬
局
を
経
営

し
て
い
る
。

本
蓮
町
会
長
５
期

目
、
交
通
安
全
協
会
会

長
、
区
画
整
理
審
議
会

会
長
、
新
郷
東
部
治
水

協
議
会
会
長
も
兼
任
し

て
お
り
、
緑
十
字
銀
章

を
頂
い
て
い
る
。

座
右
の
銘
は
「
継
続

は
力
な
り
」。

タ
バ
コ
は
吸
わ
な

い
、
酒
は
乾
杯
程
度
で
、

自
宅
で
は
飲
ま
な
い
。

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し

む
。
テ
レ
ビ
は
、
大

河
ド
ラ
マ
・
朝
ド
ラ
・

ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報
。　

趣
味
は
、
ゴ
ル
フ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

家
族
は
奥
さ
ん
と
２

人
。
子
ど
も
は
３
人
。

新
郷
地
区
連
合
町
会
役
員

▽
町
会
長
＝
中
山
久
仁

夫
▽
副
町
会
長
＝
関
根

和
雄
・
大
場
茂
樹
▽
会

計
＝
宮
原
美
子
▽
監
事

＝
寺
本
正
和
・
橋
本
有

子
▽
幹
事
＝
前
原
博
孝

遠
藤
太
嘉
志
・
正
田
威
・

平
林
仁
▽
事
務
局
＝
高

橋
浩
二
新
郷
支
所
長
。

　
　
（
敬
称
略
）

大
東
町
会
長
に
、
長

谷
部
秋
仁
さ
ん
の
後
任

と
し
て
、
正
田
威
さ
ん

（
79
）
が
就
任
さ
れ
た
。

「
当
町
会
も
高
齢
化
、

単
身
化
等
で
会
員
が

減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、

何
事
も
話
し
合
い
を
基

に
明
る
く
住
み
易
い
街

づ
く
り
に
汗
を
流
し
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
抱

負
を
語
ら
れ
る
。

モ
ッ
ト
ー
は
「
仲
良

く
楽
し
く
。
デ
ジ
タ
ル

化
の
中
、
ア
ナ
ロ
グ
人

間
で
す
」
と
笑
う
。

町
会
と
の
関
り
は
、

10
年
前
か
ら
役
員
を
仰

せ
つ
か
り
、
体
育
部
長
、

副
町
会
長
兼
会
計
部
長

を
経
て
、
こ
の
度
町
会

長
に
着
任
さ
れ
た
。

年
間
行
事
は
、
防
災

訓
練
で
救
命
救
護
講
習

会
、
盆
踊
り
、
体
育
祭

を
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
開
催
、
餅
つ
き

等
。「

タ
バ
コ
は
吸
い
ま

せ
ん
。
酒
は
少
々
。
カ

ラ
オ
ケ
18
番
は
、
敏
い

と
う
と
ハ
ッ
ピ
ー
＆
ブ

ル
ー
の
『
私
祈
っ
て
い

ま
す
』
で
す
」。

テ
レ
ビ
は
、
将
棋
と

旅
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

番
組
等
、
趣
味
は
テ
ニ

ス
歴
40
年
、
現
在
も
週

２
回
。
シ
ニ
ア
連
と
県

民
健
康
福
祉
村
で
練
習

し
て
い
る
。

東
京
都
王
子
出
身
、

48
年
前
よ
り
大
竹
在
住

家
族
は
、
奥
さ
ん
と

２
人
。
２
人
の
娘
さ
ん

は
近
隣
で
独
立
。

孫
は
男
子
３
人
。

大
東
町
会

町
会
長
に
正

し
ょ
う

田だ　
威

た
か
し

さ
ん

　

前
野
宿
町
会
で
は
、

明
朗
会
会
長
（
老
人
会
）

を
兼
任
さ
れ
て
い
た
細

川
み
さ
を
さ
ん
が
１

期
２
年
の
ピ
ン
チ
ヒ
ッ

タ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ

た
後
任
と
し
て
、
新
町

会
長
に
橋
本
有
子
さ
ん

（
73
）
が
就
任
さ
れ
た
。

　
「
の
ん
び
り
楽
し
く
笑

顔
で
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
様

ご
協
力
・
ご
支
援
・
ご

指
導
・
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
」
と
抱
負

を
語
る
。

　

座
右
の
銘
は
「
い
つ

も
笑
顔
で
！
」

「
静
岡
県
富
士
宮
市

出
身
で
、
28
年
前
新
郷

の
住
人
と
な
り
ま
し
た
。　
　

仕
事
は
川
口
駅
前
行

政
セ
ン
タ
ー
（
キ
ュ
ポ
・

ラ
）
２
階
で
総
合
案
内

を
し
て
い
ま
す
。
コ
ー

ラ
ス
の
指
導
は
25
年
以

上
に
な
り
ま
す
ね
」
と
。

趣
味
は
、
と
聞
く
と

「
南
伊
豆
に
ペ
ン
シ
ョ
ン

を
構
え
る
長
女
の
所
に

応
援
に
行
き
、リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
心
を
癒
し
て

い
ま
す
」
と
笑
み
を
浮

か
べ
る
。

「
お
酒
は
程
よ
い
加

減
で
ゆ
っ
く
り
眠
れ
る

ま
で
毎
晩
頂
き
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
18
番
は
山

口
百
恵
さ
ん
の
秋
桜
等
。

テ
レ
ビ
番
組
は
サ
ス
ペ

ン
ス
も
の
で
す
ね
」
と
。

家
族
は
会
社
役
員
の

夫
の
茂
さ
ん
、
長
男
の

３
人
、
長
女
は
独
立
。

前
野
宿
在
住
。

前
野
宿
町
会

町
会
長
に
橋は

し

本も
と

有ゆ
う

子こ

さ
ん

　

東
本
郷
南
町
会
長
に

山
﨑
一
夫
さ
ん
の
後
任

と
し
て
、
新
郷
南
幼
稚

園
の
園
長
で
あ
る
平
林

仁
さ
ん
（
66
）
が
就
任

さ
れ
た
。

抱
負
は
「
初
め
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る

問
題
が
、
班
長
さ
ん
に

な
っ
た
皆
さ
ん
の
負
担

の
軽
減
で
す
。
ど
こ
ま

で
出
来
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と

併
せ
て
、
執
行
部
及
び

班
長
さ
ん
全
員
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
で
す
。

ほ
ぼ
全
員
の
皆
さ
ん
が

ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
の
で
、メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し

て
い
た
だ
い
て
、
そ
の

メ
ー
ル
を
活
用
し
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
。

座
右
の
銘
は
、「
特

に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大

切
に
考
え
て
い
る
の

が
『
チ
ー
ム
の
和
』。
で

き
る
だ
け
そ
の
携
わ
る

チ
ー
ム
（
グ
ル
ー
プ
）

全
体
が
明
る
い
人
間
関

係
を
構
築
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
。

酒
は
嗜
む
程
度
、
カ

ラ
オ
ケ
は
し
な
い
。
よ

く
見
る
テ
レ
ビ
は「
ネ
ッ

ト
フ
リ
ッ
ク
ス
で
韓
国

ド
ラ
マ
等
」。

趣
味
は
料
理
・
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
。

家
族
は
「
父
と
妻
と

娘
と
孫
３
人
で
す
」
と
。

     

本
蓮
在
住
。

東
本
郷
南
町
会

町
会
長
に
平ひ

ら

林ば
や
し　
仁

ひ
と
し

さ
ん

大
東
町
会 
若
水
会
総
会
と
懇
親
会

大
東
町
会
（
町
会
長

＝
正
田
威
さ
ん
）
の
老

人
会
（
若
水
会
＝
会
長

渡
邉
秀
人
さ
ん
）
は
、

毎
月
お
楽
し
み
誕
生
会

や
、
年
２
回
の
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
も
、
新
郷
オ

ケ
の
弦
楽
器
演
奏
会
を

催
し
た
り
し
て
い
る
。

５
月
19
日
は
、
同
町

会
会
館
で
総
会
を
行
い

す
べ
て
の
議
題
が
承
認

さ
れ
た
。

　

渡
邉
会
長
は
「
会
員

50
名
で
毎
月
第
１
日
曜

日
で
、
男
子
が
多
く
出

席
し
ま
す
。
年
齢
が
高

い
た
め
、
家
に
引
き
こ

も
り
で
は
い
け
な
い
、

月
１
回
で
も
皆
で
顔
を

合
わ
せ
、
お
し
ゃ
べ
り

を
し
た
り
、
歌
を
歌
っ

た
り
し
て
元
気
に
な
っ

て
い
ま
す
。椅
子
に
座
っ

て
歌
っ
た
人
が
、
背
筋

を
伸
ば
し
立
っ
て
素
晴

ら
し
い
声
を
出
し
た
り
、

踊
っ
た
り
、元
気
に
な
っ

て
い
ま
す
。」
と
喜
び
を

語
ら
れ
た
。
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身
に
つ
け
よ
う
　
交
通
ル
ー
ル
と
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
　
武
南
警
察
署
　
　
　
　
　
と
い
う
電
話
は
詐
欺
　
　
　
武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

先
日
、
歌
手
で
俳
優

で
も
あ
る
現
在
87
歳
の

加
山
雄
三
さ
ん
の
書
い

た
「
俺
は
百
歳
ま
で
生

き
る
と
決
め
た
」
と
言

う
本
を
読
み
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
、
健
康
長

寿
を
保
つ
最
も
重
要
な

手
段
は
、
歯
を
大
事
に

す
る
こ
と
、
と
い
う
内

容
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

彼
は
小
さ
い
頃
か
ら
父

親
に
歯
を
大
切
に
す
る

よ
う
に
厳
し
く
育
て
ら

れ
、今
で
も
歯
の
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
に
３
種
類
の
器

具
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
普
通
の
歯
ブ
ラ

シ
で
よ
く
磨
き
、
次
に

電
動
歯
ブ
ラ
シ
を
使
い
、

仕
上
げ
に
口
腔
洗
浄
機

で
歯
と
歯
の
間
の
汚
れ

を
き
れ
い
に
取
る
の
で
、

と
て
も
気
持
ち
が
良
い

そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
時
々
舌
ブ
ラ

シ
を
使
っ
て
、
舌
の
中

に
溜
ま
っ
て
い
る
汚
れ

と
細
菌
も
き
れ
い
に
除

去
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

ま
で
や
る
と
、
虫
歯
や

歯
周
病
は
完
全
に
予
防

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

彼
は
今
27
本
の
歯
が

残
っ
て
い
て
、
何
で
も

噛
み
砕
い
て
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
魚
、

肉
豆
類
な
ど
様
々
な
食

材
を
美
味
し
く
食
べ
る

こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。

私
の
経
験
か
ら
も

歯
が
28
本
全
部
残
っ

て
い
る
人
は
、
90
歳

を
過
ぎ
て
も
元
気
に 

過
ご
し
て
い
る
人
を

た
く
さ
ん
知
っ
て
い

ま
す
。
当
た
り
前
の

事
で
す
が
、
改
め
て
、 

歯
の
大
事
さ
を
確
認
し

ま
し
た
。

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
） 　　

　
　

院
長　

岩
下　

一
三 

　

５
月
８
日
（
木
）、
新

郷
た
た
ら
荘
に
て
e
ス

ポ
ー
ツ
体
験
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

こ
の
催
し
は
定
期
的

に
開
催
さ
れ
て
お
り
、

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
方
々
の
健
康
増
進
な

ど
に
役
立
っ
て
い
る
。

　

当
日
は
、
任
天
堂

sw
itch

の
ソ
フ
ト
を
使

用
し
た
ボ
ー
リ
ン
グ
大

新
郷
た
た
ら
荘
で

船
津
、
飯
塚
市
議
が
e
ス
ポ
ー
ツ
体
験

会
。

　

参
加
者
達
は
操
作

方
法
な
ど
を
施
設
の

ス
タ
ッ
フ
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
だ
。

　

市
内
各
地
域
の
た

た
ら
荘
に
お
い
て

は
、
高
齢
者
の
健
康

相
談
や
教
養
の
向

上
、
ま
た
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
健
康
増
進
に
繋
が

る
高
齢
者
向
け
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
る
。

　

こ
の
日
は
、
川
口

市
議
会
議
員
の
飯
塚

孝
行
市
議
と
舩
津
由

徳
市
議
が
新
郷
た
た

ら
荘
の
事
業
内
容
や

運
営
方
法
な
ど
の
現

状
確
認
に
も
訪
れ

た
。

　

施
設
の
現
場
調
査

を
し
、
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
や
利
用
者
の

方
々
と
意
見
交
換
を

し
た
上
で
、
船
津
市

議
は
「
施
設
の
益
々

の
利
便
性
向
上
や
更

な
る
高
齢
者
福
祉
の

拡
充
に
繋
が
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

　

文
・
船
津  

由
徳

新
郷
地
区
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　4 月 28 日、西沼公園で、令和 6 年度新郷地区壮年ソフトボール大会が開催された。
成績は次の通り。▽優勝＝赤井町会（町会長＝関根和雄さん）▽準優勝＝榛松町会（町会

長＝宮原美子さん）▽ 3 位＝本蓮町会（町会長＝中山久仁夫さん）。写真は赤井町会。
　赤井町会と榛松町会は、ブロック大会に進出です。
新郷地区連合町会長中山久仁夫さんが「頑張ってください」と閉会の挨拶で述べた。

　ゲームに挑戦する、左から飯塚市議、船津市議、参会者の皆さん。

　

e
ス
ポ
ー
ツ
と
は
「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ

ク
・
ス
ポ
ー
ツ
」
の
略
称
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ゲ
ー
ム
や
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
、
モ
バ
イ
ル

ゲ
ー
ム
を
使
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
対
戦
競
技
を

示
し
ま
す
。「
e
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
言
葉

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
電
子

機
器
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
上
で
の
ス
ポ
ー
ツ
競

技
対
戦
が
盛
ん
に
な
っ
た
状
況
を
背
景
に
、

２
０
０
０
年
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。（
ネ
ッ
ト
か
ら
抜
粋
）
編
集
部

イイナパーク ２０２４春祭り
金刺＆片桐 新郷オケ出演

　

赤
山
歴
史
自
然
公
園

イ
イ
ナ
パ
ー
ク
川
口
で
、

２
０
２
４
年
春
祭
り
が

18
・
19
日
開
催
さ
れ
た
。

　

新
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
「
懐

石
」
か
た
ぎ
り
の
女
将
＆

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の

片
桐
明
果
さ
ん
で
、
み
ん

な
が
知
っ
て
い
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
と
、
八
木
節
等
演

奏
し
、
オ
ペ
ラ
歌
手
、
金

刺
美
穂
さ
ん
が
、
日
本
の

歌
「
春
メ
ド
レ
ー
を
」
ソ

プ
ラ
ノ
で
魅
了
し
た
。

  (

写
真
上
）。

　

写
真
下
左
か
ら
、
新
藤

義
孝
経
済
再
生
担
当
大

臣 

菊
地
博
秘
書
、
奥
ノ

木
信
夫
市
長
小
見
山
祐

紀
秘
書
、
片
桐
さ
ん
、
金

刺
さ
ん
、
桑
原
さ
ん
、
杉

本
佳
代
市
議
、
渡
邊
さ

ん
、
小
堀
さ
ん
、
ふ
じ
し

ま
と
も
こ
市
議
。

　大画面でボウリングゲームを楽しむ参会者の皆さん。
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紅
麹
は
古
代
中
国
が

発
祥
で
、
２
０
０
０
年

以
上
前
か
ら
あ
る
発
酵

食
品
で
す
。

　

ま
た
、
か
ま
ぼ
こ
の

赤
い
色
な
ど
の
天
然
着

色
料
と
し
て
も
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

紅
麹
は
、
高
血
圧
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
ト

リ
グ
リ
セ
リ
ド
値
を
下

げ
る
効
果
が
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
確
認
す

る
限
り
、
紅
麹
を
含

む
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は

２
０
０
６
年
に
リ
リ
ー

ス
さ
れ
ま
し
た
。

　

問
題
の
「
紅
小
路
コ

レ
ス
テ
ヘ
ル
プ
」
は
、

２
０
２
１
年
に
発
売
さ

れ
、
累
計
販
売
本
数

１
０
０
万
本
を
誇
る
商

品
で
す
。

 

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（318)

　

厚
生
労
働
省
の
調
査

に
よ
る
と
、
３
月
に
発

生
し
た
健
康
被
害
は
、

２
０
２
３
年
９
月
に
製

造
さ
れ
た
シ
リ
ア
ル
ナ

ン
バ
ー
の
原
材
料
に
、

青
カ
ビ
か
ら
生
成
さ
れ

る
有
毒
な
「
プ
ベ
ル
ル

酸
」
が
混
入
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
他
の
シ
リ

ア
ル
ナ
ン
バ
ー
の
商
品

が
安
全
か
ど
う
か
の
判

断
に
は
、
さ
ら
に
時
間

が
か
か
り
そ
う
で
す
。　

　

保
険
薬
剤
師　

　
　
　
　

中
山
久
仁
夫

食
品
の
安
全
性(

紅
麹)

☎

オ
ペ
ラ  
王
様
の
耳
は
ロ
バ
の
耳

　

５
月
４
日
、
鳩
ケ
谷

駅
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
文
化
庁
「
文
化

芸
術
に
よ
る
子
供
育
成

総
合
事
業
～
芸
術
家
派

遣
事
業
～
」
の
一
環
と

し
て
、
日
本
語
オ
ペ
ラ

「
歌
で
綴
る
音
楽
物
語

『
王
様
の
耳
は
ロ
バ
の

耳
！
』
＆
参
加
型
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催

さ
れ
た
。　

　

文
化
庁
学
校
公
演
等
、

全
国
で
活
躍
す
る
「
森

の
テ
オ
リ
ア
」メ
ン
バ
ー

が
贈
る
（
代
表
＝
大
藤

豪
一
郎
さ
ん
）公
演
だ
っ

た
が
、
入
場
者
が
多
く
、

２
回
に
分
け
て
の
追
加

公
演
だ
っ
た
。

　

始
め
に
、「
象
の
鼻
」

の
演
奏
、「
手
の
ひ
ら
を

太
陽
に
」
の
手
話
、
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
（
大
藤
豪

一
郎
さ
ん
）
オ
ー
ボ
エ

（
中
村
杏
里
さ
ん
）
ピ
ア

ノ
（
三
代
川
恭
子
さ
ん
）

の
楽
器
の
紹
介
。

　

そ
し
て
オ
ペ
ラ
「
王

様
の
耳
は
ロ
バ
の
耳
」

（
原
作
：
ギ
リ
シ
ャ
神
話
・

ポ
ル
ト
ガ
ル
民
話
、
脚

色
・
台
本
・
作
曲
：
木

村
哲
郎
さ
ん
）。

　

歌
手
は
、
王
様
（
中

馬
美
和
さ
ん
）
女
の
子

（
金
刺
美
穂
さ
ん
）
と
こ

や
さ
ん
（
神
谷
真
士
さ

ん
）
が
出
演
さ
れ
た
。

　

大
勢
の
親
子
が
生
演

奏
を
鑑
賞
し
、「
王
様
が

元
気
に
な
っ
て
よ
か
っ

た
。
楽
し
か
っ
た
」「
声

の
響
き
が
す
ご
か
っ

た
」「
い
ろ
ん
な
楽
し
い

曲
、
知
っ
て
い
る
物
語

で
よ
く
理
解
で
き
た
」

「
歌
っ
た
り
か
け
っ
こ
し

た
り
凄
い
な
と
感
動
し

た
」「
声
に
迫
力
が
あ
り
、

び
っ
く
り
し
た
」「
ピ
ア

ノ
を
や
っ
て
い
ま
す
。

私
も
オ
ペ
ラ
歌
手
に
な

り
た
い
」
な
ど
、
皆
ウ

キ
ウ
キ
感
想
を
語
っ
て

く
れ
た
。

　

▽
芸
術
監
督
＝
木
村

哲
郎
さ
ん
▽
美
術
＝
古

口
幹
夫
さ
ん
▽
衣
裳
＝

武
藤
銀
糸
さ
ん
。

　

写
真
左
か
ら
、
神
谷

さ
ん
、
中
馬
さ
ん
、
金

刺
さ
ん
。

　

後
列
左
か
ら
、
大
藤

さ
ん
、
中
村
さ
ん
、
木

村
哲
郎
さ
ん
、
三
代
川

さ
ん
。

　左から金刺さん、中馬さん、
神谷さん

　

４
月
21
日
、
新
郷
Ｔ

Ｂ
Ｇ
大
会
。

　

成
績
は
次
の
通
り
。

★
男
性
A
：
優
勝
＝
白

鳥
勇
▽
準
優
勝
＝
井
上

博
之
▽
３
位
＝
吉
田
富

男
。

★
男
性
B
：
優
勝
＝
徳

重
孝
志
▽
準
優
勝
＝
伊

藤
良
雄
▽
３
位
＝
長
畑

馨
介
。

★
女
性
A
：
優
勝
＝
桜

田
勝
江
▽
準
優
勝
＝
小

野
キ
ミ
エ
▽
３
位
＝
山

川
弘
恵
。

　

４
月
28
日
、
川
口
峯

Ｔ
Ｂ
Ｇ
ク
ラ
ブ
大
会
。

　

成
績
は
次
の
通
り
。

★
男
子
：
優
勝
＝
吉
田

富
男
▽
準
優
勝
＝
徳
重

孝
志
▽
３
位
＝
酒
井
元

良
。

★
女
子
：
優
勝
＝
小
野

キ
ミ
エ
▽
準
優
勝
＝
太

田
順
子
▽
３
位
＝
伊
藤

和
子
。

★
ベ
ス
グ
ロ
：
男
子
＝

酒
井
元
良
、
女
子
＝
小

野
キ
ミ
エ
。（
敬
称
略
）　　

民
謡
の
会
と
新
潟
県
人
会
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

金
井
久
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
は
、
４
月
７
日
、
西
沼
公

園
で
花
見
を
開
催
し
た
。

三
味
線
、
尺
八
、
小
太
鼓
な
ど
で
新
潟
県
の
「
佐

渡
お
け
さ
」
宮
城
県
の
「
斎
太
郎
節
」
秋
田
県
の
「
長

者
の
山
」
山
形
県
の
「
花
笠
踊
り
唄
」
や
、演
歌
「
北

国
の
春
」
な
ど
を
歌
い
上
げ
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
共

有
し
て
い
た
。
金
井
さ
ん
は
「
お
天
気
が
最
高
に
良

く
、
桜
は
満
開
で
今
日
の
日
を
待
っ
て
い
て
く
れ
ま

し
た
。
う
れ
し
い
限
り
で
す
」
と
、喜
び
を
語
っ
た
。

　

新
郷
新
聞
社　

川
口
市
東
本
郷
１
８
５-

１

☎
０
４
８
（
２
８
４
）
５
７
７
９

📠

０
４
８
（
６
１
１
）
７
１
５
０

✉
Ｙ
Ｚ
3
７
８
５
３
３
＠G-mail

地
域
情
報
紙　

新
郷
新
聞

http:www.singo-sinbun.jp

　
新
郷
新
聞
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
右
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら 

ス
ポ
ー
ツ
の
記
録

★
女
性
B
：
優
勝
＝
福

田
由
美
子
▽
準
優
勝
＝

佐
藤
貞
子
▽
３
位
＝
平

林
文
子
。

★
男
性
ベ
ス
グ
ロ
＝
横

田
鈞
。
★
女
性
ベ
ス
グ

ロ
＝
鈴
木
好
子

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

晴天のお花見

　

若
返
り
健
康
講
座

日
：
６
月
21
日
（
金
）

時
：
午
後
２
時
か
ら

　
　
　
　
３
時
30
分

所
：
新
郷
公
民
館

「
認
知
症
予
防
は
生
活
習

慣
か
ら
」

①
シ
ニ
ア
は
黄
金
の
時
期

②
口
の
健
康
と
認
知
症
予
防

③
認
知
症
を
予
防
す
る

　

生
活
実
践

④
認
知
症
予
防
の
替
え
歌

　

講
師
：
埼
玉
県
健
康　

　

管
理
士
会　

　

認
定
講
師
：
南
野
和
治
氏

「
緑
内
障
と
適
切
に
つ
き

あ
う
」

①
緑
内
障
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

②
ど
ん
な
検
査
を
す
る
？

③
日
頃
の
心
構
え

④
視
野
検
査
に
際
し
て

　

講
師
：
埼
玉
県
健
康　

　

管
理
士
会　

　
認
定
講
師
：
小
林
生
央
氏

お
知
ら
せ

イイナパーク ２０２４春祭り
新郷オーケストラで金刺さん、杉本さん歌う

　イイナパーク春祭り５月19日は、歴史自然資料館にて、クラシックコンサートが開催された。新郷コミュ
ニティーオーケストラとソプラノ金刺美穂さんが出演した。また、指揮者体験コーナーでは、安行小学校
5年生遠藤春馬くんが、堂々と 4拍子を振っていた。最後に、【ふるさと】を全員で合唱した。演奏者とお
客様が一つとなり、アンコールは、リクエストに答えて、【いのちの歌】を演奏し、大盛況で、終演となっ
た。写真はオーケストラメンバーと、後列左は金刺さん、右は杉本佳代市議会議員。


